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論文内容の要旨

本論文の内容は二部から構成されている。第一部「構文解析の手法による部分図形の検出及び部分図

形の組の検出J は図形の部分的な認識を行うことを目的とし，第二部「特徴抽出時間を含むコストを最

小とする分類木の作成」は画像の効果的な分類を行い画像検索に用いることを目的とする。

第一部では，影絵のような 2 値図形を対象として，①図形の輪郭線情報を用いて基準図形上の一部分

と同じである部分図形を検出する手法，及び②検出された部分図形のうち基準図形上で重なり合わない

互いに正しい位置関係にある部分図形の組を検出する手法を提案する。上記の目的を行うために閉じた

系列(サイクノレ)を解析できるアルゴリズムを考えた。このアルゴリズムを基 i乙①の目的のために基準

図形を表す文法にダミ 記号とそれに係わる生成規則を附加して解析を行う。②の目的のために不足し

た個所を補いながら解析を行う。それらの結果得られるパーズテーフソレより上記各目的を遂行できるo

実験では図形を折れ線で近似して直線とそれらの聞の角をプリミティブとして選びパーザを構成した。

その結果から各々の目的を達成できることが確認された。問題点はボトムアップな解析であるため雑音

の影響を受け易いことである。

第二部では，分類を終えるまでに必要とする主に画像からの特徴抽出に要する計算時間を期待値的に

小さくする分類木を構成する手法を述べる。分類木の評価をそれによる分類に要する時間と分類の誤り

の度合から成る関数で表す。そして与えられた特徴集合と画像集合に対して，先の関数が最小となるよ

うな分類木を構成する。その構成の際，根ノードから順次各分割ノードで用いるしきい値を選別しつつ

枝を拡げる操作を行い，最適木を求めていく。この方法を用いて画像データベース中の画像集合を用い

て，例画像入力による類似画像検索に用いる分類木を作成し，検索実験を行った。本手法は分類木を作
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成するのに全ての特徴を抽出するので手聞がかかるが，一度作成すると標本に近い画像に対しては全て

の特徴値を抽出する手間がなく，平均的にほぼ最低の手間で類似画像の検索ができる。

論文の審査結果の要旨

図形や画像の処理を行なう場合，木構造による表現・分類を行なうことが多い。本論文では，このよ

うな木構造を用いた処理の新しい方式を探究している。

第一部では，影絵のような 2 値入力図形に対して，基準図形の輪郭線の一部と同じ輪郭線を持つ部分

図形の検出，および検出された部分図形のうち基準図形と整合する部分図形の組を定める方式を提案す

る。構文的手法を適用するため，閉じた系列(サイクノレ)を解析するアルゴ、リズムを考察した。これを

基にして，部分図形の検出には基準図形を表わす文法にダミー記号とそれに係る生成規則を附加して解

析し，部分図形の組の決定には不足した部分を補って解析する口折れ線で近似した図形を対象に実験し，

所要の結果を得た。

第二部では，例画像で画像データベースを検索するために例画像と似た画像集合を発見する場合を想

定して，分類を終えるまでに必要な計算時間の期待値を少なくする分類木の作成法を考案した。分類木

の評価を処理時間と誤る確率の関数で表現する。与えられた特徴集合と画像集合に対して，評価関数が

最小になるように分割ノードで用いるしきい値を選びつ'\ ，順次枝を拡げる。実験の結果，分類木作成

の処理時間はか、るが，一度作成が終了するとほ Y最短の時間で類似画像を検索できた。

このように本論文は，図形や画像の処理方式に対して新しい知見を与えたもので，博士論文として価

値あるものと認められる。
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